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士幌町では、SDGs（エス・ディー・ジー・ズ）という世界規模の目標を意識した様々な取組を行っています。 

前回は、SDGs「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」とは何か、簡単に説明しました。 

今回は、自分たちにできることは具体的に何なのか、１～６の目標について身近な取組例を紹介します！ 
 

１．貧困をなくそう／あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる  

★身近な取組例★ 

・「赤い羽根募金」などに寄付をする ・食材を子ども食堂に寄付する 

・貧困に苦しむ途上国に住民の生活支援を行っている団体に寄付をする 

 

２．飢餓をゼロに／飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

★身近な取組例★ 

・栄養バランスを考えた食事をする ・オーガニック食材を育てる・買う・食べる  

・途上国で持続可能な農業を推進する団体に寄付をする 

 

３．すべての人に健康と福祉を／あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

★身近な取組例★ 

・徒歩や自転車で通勤・通学する ・お年寄りに声かけし、健康状況を尋ねる 

・途上国の保険・医療を支援している団体へ寄付する 

 

４．質の高い教育をみんなに／すべての人々への、包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する  

★身近な取組例★ 

・地域課題解決型の学習講座を受講する ・環境や福祉イベントなどに家族で参加する 

・学校に行けない子どもたちに教材や文房具を送る運動に参加する 

 

５．ジェンダー平等を実現しよう／ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 

★身近な取組例★ 

・家事を平等に分担する ・役員決めの際、男女バランスを考えて選ぶ 

・国際的な女性の虐待防止運動に寄付・署名する 

 

６．安全な水とトイレを世界中に／すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

★身近な取組例★ 

・水道の蛇口をこまめに止める ・油を流しに流さないで拭き取る  

・風呂水を散水や洗濯に再利用する ・途上国の飲み水やトイレを作る活動に寄付する 

 

いかがでしょうか？この 6 つの目標を見ていると、貧困や安全な水など開発途上国に対する支援に見えますが、

日本でも、子どもの 6～7 人に 1 人が貧困だと言われていたり、ジェンダー（社会的性差）平等に関しても、世界的

にとても低い数字（153 カ国中 121 位）です。上の取組例などを参考にして、出来ることから始めてみましょう！ 

次回は、他の目標について見ていきましょう！ 

 

～ 環境に優しい士幌町を目指して ～ 
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